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概要

この論文では児童労働の質を考慮に入れた２期間OLGモデルを構築する。このモデルでは、

人的資本の水準の差によって起こる家計の所得水準の高さの違いにより、親が子に従事させる

児童労働の質が異なることを示す。経済の人的資本水準が低いと「最悪の形態の児童労働」が

発生してしまう。また、人的資本による動学分析を行い児童労働の水準が高止まり、質も悪化

したまま留まってしまう貧困の罠から抜け出せない可能性を示す。最後にどのような政策の可

能性があるかを議論する。
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